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１． 研究課題 

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の報告書に述べら

れているように省エネルギーなどの緩和策に加えて温暖化に適応する対策も行うことが重要

である。適応可能な環境手法に関して人体側の知見を整理する必要がある。環境適応策を検

討するために住宅・建築環境における快適性・知的生産性評価に関する研究を行う。これま

での長期大型プロジェクトで申請者は「室内空気質と熱的快適性に関する研究」としてシッ

クハウス・シックビル問題、東日本大震災後の節電環境下の室内環境に関する研究、病院に

おける感染制御などに関する研究を行って来た。これらの研究にウエルネスという視点を新

たに加え展開する。例えば、オフィスでは知識創造活動が行われており、ワーカーの知的生

産性を低下させることなく、建築物の低炭素化を実現する手法を開発することが望まれる。

快適性・健康性ウエルネスだけではなく、健康を増進させる住宅や建築のウエルネスに関す

る提案を行うことを目的とする。これらの研究は、社会的意義が大変高いと考えている。実

際のオフィスに関する調査を行う。新型コロナウイルス感染症の影響に関しても 2020年度か

ら加えて研究を行った。 

 

２． 主な研究成果 

１）体温調節モデルに関する研究 

２）放射冷暖房を用いた建築物の実測評価 

３）ウエルネスオフィスに関する実測調査 

４）ABW(Activity Based Working)に関する研究 

５）新型コロナウイルス感染症がオフィスワークに与える影響 
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感染リスク評価、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.29-32、2021 

・落合涼、冨澤佑介、尾方壮行、堀賢、田辺新一、集団感染事例調査に基づく室内用途別感染対策



 

の考察、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.49-52、2021 

・益崎慶人、小金井真、金炫兌、田辺新一、仕上げ材からの SVOC 放散速度測定、空気調和・衛生

工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.85-88、2021 

・稲坂まりな、田辺新一、伊藤滉彩、對馬聖菜、男女別の生体発散物質放散量および知覚空気質に

関する研究、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 7 巻、pp.121-124、2021 

・和田一樹、高橋幹雄、徳村朋子、田中宏治、畑中健、田辺新一、室内環境の多様性に配慮した次

世代 ABW オフィスに関する研究（その 5）－夏季・中間期の温熱環境評価－、空気調和・衛生工

学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.73-76、2021 

・畑中健、田中宏治、和田一樹、菊池卓郎、徳村朋子、高橋幹雄、室内環境の多様性に配慮した次

世代 ABW オフィスに関する研究（その 6）環境制御回転ルーバーの計画・評価及びエネルギー消

費量実績、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.77-80、2021 

・高橋秀介、田辺新一、篠田純、斎藤友希、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、

桑山絹子、中川純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研究 

その 15 ABW オフィス執務者の在宅勤務併用における執務環境への主観評価の推移、空気調和・衛

生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp.229-232、2021 

・斎藤友希、田辺新一、篠田純、高橋秀介、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、

桑山絹子、中川純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研究 

その 16 個人の働き方と在宅勤務併用時の作業効率の関係、空気調和・衛生工学会大会学術講演論

文集、第 8 巻、pp.233-236、2021 

・徳村朋子、田辺新一、高橋幹雄、黒木友裕、和田一樹、高橋祐樹、桑山絹子、高橋秀介、斎藤友

希、中川純、篠田純、執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響 に関する研

究 その 17 ABW オフィスにおける座席選択傾向の分析、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文

集、第 8 巻、pp.237-240、2021 

・伊藤浩士、劉建楠、宮坂裕美子、菅野颯馬、新田竜、大庭檀、高橋秀介、田崎未空、田辺新一、

都市型バイオフィリア建築における心理・生理的効果に関する研究 その 3：晴天時における被験

者実験の概要及び室内環境、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.117-120、2021 

・劉建楠、伊藤浩士、宮坂裕美子、菅野颯馬、新田竜、大庭檀、高橋秀介、田崎未空、田辺新一、

都市型バイオフィリア建築における心理・生理的効果に関する研究 その 4：晴天時における被験

者実験結果、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.121-124、2021 

・菅野颯馬、田崎未空、新田竜、大庭檀、高橋秀介、田辺新一、窓と観葉植物を併用した室内での

心理・生理的効果に関する被験者実験 第 1 報 実験概要と生理量の測定結果、空気調和・衛生工

学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.125-128、2021 

・田崎未空、菅野颯馬、新田竜、大庭檀、高橋秀介、田辺新一、窓と観葉植物を併用した室内での

心理・生理的効果に関する被験者実験 第 2 報 心理量、知的生産性および視線計測の結果、空気

調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻、pp.129-132、2021 

 

【国際学会】 

・Akihisa Nomoto, Yoshiichi Ozeki, Shin-ichi Tanabe, Theoretical Consideration of Effects of Radiation in 

Different Wavelength Regions on Thermal Comfort by Numerical Simulation, Healthy Buildings 2021 

・Marina Inasaka, Sayana Tsushima, Shin-ichi Tanabe, Effects of gender ratio of office workers on biogenic 

emissions and perceived air quality, Healthy Buildings 2021 



 

・Ryo HISAYAMA, Akihisa NOMOTO, Shu YODA, Mizuho AKIMOTO, Masayuki OGATA, Hitomi 

TSUTSUMI, Shin-ichi TANABE, Yoshiichi OZEKI, Estimation Method of Metabolic Rate for Thermal 

Comfort Considering Individual Attributes, Healthy Buildings 2021 

・Ryo NITTA, Soma SUGANO, Kan SHINDO, Takuya ASAGAWA, Naoyuki HARADA, Osamu NAGASE, 

Shin-ichi TANABE, The impact of multisensory biophilic design on environmental satisfaction and 

well-being of occupants in open-air airport lounge, Healthy Buildings 2021 

・Ryo OCHIAI, Masayuki OGATA, Megumi TAKENAGA, Yusuke TOMIZAWA, Shin-ichi TANABE, 

Infection Risk Assessment Considering Concentration Distribution in Indoor Environments, Healthy 

Buildings 2021 

・Shino Kanie, Masanari Ukai, Yuto Chimoto, Shigeo Ohno. Yukie Okamura, Daisuke Nakamura, Shin-ichi 

Tanabe, Worker Satisfaction and Workplace Productivity in the Office with Activity-Based Working in the 

Covid-19 disaster, Healthy Buildings 2021 

・Shusuke TAKAHASHI, Shin-ichi TANABE, Mikio TAKAHASHI, Tomohiro KUROKI, Kazuki WADA, 

Tomoko TOKUMUTA, Hiroki TAKAHASHI, Kinuko KUWAYAMA, Jun NAKAGAWA, Jun SHINODA, 

Yukiho AKIYAMA, Effects of Activity-Based Workplace Design on Occupant Seat Selection and 

Satisfaction, Healthy Buildings 2021 

 

５． 研究活動の課題と展望 

順調に研究が行われた。特に新型コロナウイルス感染症に関する影響に関しては国際共同研

究も行った。コロナ後にはさらにウエルネスに注目が集まっており、さらに研究を継続する。 

 


